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主
に
石
炭
火
力
発
電
プ
ラ
ン
ト
を
、
い
か
に
ク
リ
ー
ン
か
つ
高
効

率
に
燃
焼
さ
せ
る
か―
。
三
菱
重
工
業
・
長
崎
研
究
所
で
現
場
に
い

た
四
半
世
紀
、
私
が
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
で
す
。

　
１
９
８
２
年
に
入
社
し
て
最
初
の
課
題
は
、
石
炭
を
細
か
な
粉
に

す
る
際
に
ど
れ
だ
け
低
動
力
で
作
る
か
で
し
た
。
ほ
か
に
も
Ｎ
Ｏ
ｘ

（
窒
素
酸
化
物
）を
抑
え
た
燃
焼
方
法
、
あ
ら
ゆ
る
燃
焼
機
器
内
の
空

気
熱
流
動
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
設
計
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
数
々

の
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
や
コ
ス
ト
削
減
の
観
点
か
ら
注
目
を
集

め
て
い
る
石
炭
ガ
ス
化
複
合
発
電（
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）に
も
、
二
十
数
年

間
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
石
炭
を
わ
ざ
と
空
気
不
足
で
燃

や
す
こ
と
に
よ
り
一
酸
化
炭
素
や
水
素
な
ど
の
可
燃
性
ガ
ス
を
発
生

さ
せ
、
発
電
効
率
を
上
げ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
シ

世
界
初
の
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
を
商
用
化
へ

過去５年間就職先

（平成19年～ 23年3月  学部・大学院卒業者実績）

順位
1
2
3
4
5
6

8
9

11
12
13
14
15

就職者数
103
83
56
46
44
42
42
40
37
37
36
34
32
30
29

　企　　業　　名
三菱重工業
日立製作所
三菱電機
九州電力
東芝
マツダ
九州日本電気ソフトウェア
トヨタ自動車九州
パナソニック
安川電機
本田技研工業
富士通
パナソニックシステムネットワークス
デンソー
ソニーセミコンダクタ九州

順位

17
18

23

26
27

就職者数
29
27
26
26
26
26
26
25
25
25
24
22
22
22
22

　企　　業　　名
新日鉄ソリューションズ
NTTデータ
日本電気
大日本印刷
新日本製鐵
京セラ
アイシン精機
トヨタ自動車
キヤノン
オービック
トヨタテクニカルディベロップメント
安川情報システム
凸版印刷
川崎重工業
セイコーエプソン

トップ
30

DNA

最
先
端
を
生
き
る

九
工
大

行
錯
誤
な
ど
幾
つ
も
の
段
階
を
踏
み
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
技
術
は
必
ず
も
の
に
し
て
み
せ
ま
す
。

　
九
工
大
の
機
械
工
学
科
に
入
学
し
大
学
院
の
機
械
工
学
専
攻
へ
進

学
、
流
体
力
学
を
研
究
し
ま
し
た
。
メ
ー
ン
テ
ー
マ
は
、
発
電
用
水

車
で
生
じ
る
水
の
渦
に
よ
る
発
電
効
率
の
ロ
ス
を
、
い
か
に
少
な
く

す
る
か
で
し
た
。
会
社
で
は
火
、
学
生
時
代
は
水
で
す
が
、
と
も
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
追
究
で
す
ね
。
修
士
論
文
研
究
で
は
、
水
槽
に

水
車
代
わ
り
の
羽
根
車
を
入
れ
、
吸
い
出
し
管
と
い
う
水
を
減
速
さ

せ
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
復
さ
せ
る
管
の
形
状
な
ど
に
よ
っ
て
渦
の

動
き
が
ど
う
変
わ
る
か
を
、
視
覚
化
す
る
こ
と
で
解
明
し
ま
し
た
。

　
修
士
時
代
は
研
究
内
容
に
つ
い
て
、
先
生
と
、
あ
る
い
は
学
生
同

士
で
い
つ
も
議
論
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
た
ま
り
場
に
な
っ
た
の

は
教
官
に
な
り
た
て
の
若
い
先
生
の
ア
パ
ー
ト
。
酒
を
買
い
込
み
先

生
よ
り
先
に
帰
っ
て
風
呂
を
沸
か
し
、
酒
の
さ
か
な
を
調
理
し
て

待
っ
て
た
り（
笑
）。

　
九
工
大
に
は
47
歳
の
と
き
に
再
び
、
社
会
人
ド
ク
タ
ー
と
し
て
大

学
院
生
命
体
工
学
研
究
科（
生
体
機
能
専
攻
）で
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
長
崎
研
究
所
で
取
り
組
ん
で
い
た
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
技
術
で
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
博
士
論
文
と

し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
技
術
開
発
に
携
わ
る
者
の
喜
び
は
、
二

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
、
技
術
を
ち
ょ
っ
と
ず
つ
積
み
上

げ
、
あ
る
い
は
進
化
さ
せ
、
形
の
無
か
っ
た
も
の
を
信
頼
性
の
あ
る

製
品
に
集
約
で
き
た
と
き
の
喜
び
。
も
う
一
つ
は
、
自
分
が
関
わ
っ

た
技
術
や
製
品
が
一
般
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
社
会
貢
献
の

喜
び
で
す
。

　
け
れ
ど
も
、
新
し
い
技
術
も
１
、
２
年
で
追
い
付
か
れ
追
い
越
さ

れ
る
の
が
今
の
時
代
で
す
。
一
つ
の
開
発
を
し
な
が
ら
そ
の
次
の
手

も
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
技
術
者
、
研
究
者
に
と
っ
て
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
続
け
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。
大
学
で
基
礎

学
力
を
身
に
付
け
、
新
聞
や
本
を
読
み
真
実
を
理
解
す
る
力
を
養

い
、
人
の
言
う
こ
と
を
理
解
し
相
手
を
思
い
や
る
人
間
に
な
っ
て
、

技
術
開
発
、
研
究
と
い
う
魅
力
的
な
世
界
に
踏
み
出
し
て
き
て
く
だ

さ
い
。

6

活きる。

ス
テ
ム
で
、
コ
ス
ト
の
高
い
酸
素
で
な
く
空
気
を
使
う「
空
気
吹
き
」

式
の
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
技
術
を
世
界
で
初
め
て
開
発
。
２
０
０
７
年
か
ら
開

始
し
た
25
万
㌔
㍗
の
実
証
機（
福
島
県
）の
運
転
時
間
は
、
既
に
１
万

３
千
時
間
を
超
え
て
お
り
、
商
用
化
は
近
い
と
み
て
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
は
形
の
無
い
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
基
礎
研
究
や
、

燃
焼
の
妨
げ
に
な
る
石
炭
内
の
灰
分
を
う
ま
く
取
り
出
す
た
め
の
試

先
生
や
仲
間
と
研
究
内
容
を
い
つ
も
議
論 科

学
技
術
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
九
州
工
業
大
学
卒
業
生
を
、

６
月
か
ら
５
回
に
わ
た
り
紹
介
し
て
き
た「
九
工
大
Ｄ
Ｎ
Ａ
」シ
リ
ー
ズ
の

最
終
回
は
、「
三
菱
重
工
業
」の
技
術
開
発
の
要
で
１
０
７
年
の
歴
史
が
あ
る

長
崎
研
究
所（
長
崎
市
）の
所
長
、
一
ノ
瀬
利
光
さ
ん
で
す
。

科
学
技
術
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
九
州
工
業
大
学
卒
業
生
を
、

６
月
か
ら
５
回
に
わ
た
り
紹
介
し
て
き
た「
九
工
大
Ｄ
Ｎ
Ａ
」シ
リ
ー
ズ
の

最
終
回
は
、「
三
菱
重
工
業
」の
技
術
開
発
の
要
で
１
０
７
年
の
歴
史
が
あ
る

長
崎
研
究
所（
長
崎
市
）の
所
長
、
一
ノ
瀬
利
光
さ
ん
で
す
。

（大学院生命体工学研究科・生体機能専攻博士後期課程修了）

三菱重工業株式会社
技術統括本部
長崎研究所  所長

   一ノ瀬   利光 さん（56）

ノ
ッ
ク
ス

リサーチ
エンジニア

技
術
者
の
喜
び
は
製
品
化
と
社
会
貢
献
の
二
つ


